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お 知 ら せ 
 

東京電力株式会社から当社への電力融通について 
 
当社は、電力需給が逼迫している状況を踏まえ、現在、東京電力より最大８０万ｋＷの

電力融通を受けておりますが，本日（８月８日）１１時～１２時の１時間値（速報値）に

おいて、当社の供給力１，２４６万ｋＷに対し、需要が１，２１２万ｋＷとなりました。

この結果、予備率が２．８％と、３％を下回る状況となりました。 
こうした気温上昇や需要増加を考慮して、本日１３時３０分から１８時まで、東京電力

より､さらに追加で３０万ｋＷの電力融通を受けることといたしました。 
 

当社は、先般の新潟・福島豪雨により、新潟県、福島県の水力発電所が被害を受け、供

給力が減少※１していることから、現在、東京電力より電力融通を受けており、今回の追加

により最大１１０万ｋＷの融通を受けることになります。 

今後、電力需給が逼迫する場合、東京電力からは、さらに最大３０万ｋＷ程度の電力融

通をいただける見通しとなっております（東京電力からの電力融通は、最大で１４０万ｋ

Ｗ）。 

 

本日の今後の気温等の状況によっては、さらに需要が増加することも予想されますので、 
引き続き、節電へのご協力をお願い申しあげます。 
 
 現在の電力需給逼迫に伴う電力融通の状況は、以下のとおりです。 

相手先 期 間 融通量（ｋＷ） 
東京電力 ８月８日６時から１１日２２時まで ３０万ｋＷ※２ 

東京電力（全国融通※３） ８月８日１０時から１７時１５分まで 最大５０万ｋＷ 
東京電力（全国融通※３） ８月８日１３時３０分から１８時まで ３０万ｋＷ 

  
なお、この他、日本卸電力取引所※４の活用も行っております。 

 

※１ ８日現在、第二沼沢発電所の４５万ｋＷをはじめ、約１００万ｋＷの供給力が減少

している状況にあります。各発電所の復旧に向けて、現在、調査・復旧作業を実施

しておりますが、現時点において具体的な復旧時期は未定です。 

※２ 東京電力が北海道電力から受電している融通を当社に譲渡していただくものです。 

※３ 電力需給が厳しいと予想する場合、電力会社間の連系線利用を管理するＥＳＣＪ（電

力系統利用協議会）および相手電力会社に原則２時間以上前までに連絡、協議を行

うこととなっています。 



※４ 電力会社や新規参入事業者が会員になっており、電気の取引を仲介する一般社団法

人です。 
 

以 上 
 
 
《参 考》８月８日の状況 

 供給力 需 要 織り込み融通量 
８月７日１８時想定 １，２２６万ｋＷ １，１８０万ｋＷ ６０万ｋＷ 

（３０万＋３０万） 

８月８日１０時想定 １，２４６万ｋＷ １，２００万ｋＷ 最大８０万ｋＷ 

（３０万＋５０万） 

８月８日１２時想定 １，２７６万ｋＷ １，２３０万ｋＷ 最大１１０万ｋＷ 

（３０万＋５０万＋３０万） 

 


